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１　教科に関する調査について

（１）全体的な傾向の分析・考察
・全体的な結果の状況

（２）領域・分野ごとの分析・考察
・領域・分野ごとの結果の状況

　児童生徒の到達状況を下表のように表記した。

正 答 率 「到達状況」を示す記号，用語
90％以上の場合 ◎：良好である
80％以上～ 90％未満の場合 ○：概ね良好である
70％以上～ 80％未満の場合 ◇：基準に到達している
60％以上～ 70％未満の場合 ▽：十分とはいえない
60％未満の場合 ▼：不十分である

・分析・考察及び学習指導に当たって留意すべきこと等
・参考となる他の指導事例や調査問題
・「指導改善のポイント」

（３）改善に向けた指導事例
・教科ごとに，改善に向けた指導事例を２事例記載し，以下の内容を示す。

項 目 内 容
① 問題と解答

の状況
・設問番号，領域・分野，出題の狙い，評価の観点
・関連問題
・正答例，誤答例，正答率，誤答率，無解答率

② 指導改善に
向けて

・解答状況の分析・考察
・指導改善の具体的なポイント

③ 改善事例 ・学年，単元（指導内容等）
・指導のねらい
・具体例

・関連する「学びの 12 か条＋
プラス

」（巻末資料参照）の項目を
右のように示す。

２　質問紙調査について

（１）小学校第４学年児童の調査結果
・設問ごとの経年比較，学年間比較

（２）学習・生活状況と正答率との関係
・正答率との関係を基にした分析・考察

（３）教員の調査結果
・設問ごとの調査結果

本書の構成
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　「教科に関する調査結果の分析・考察」のページでは，以下のように，取り上げた問題に関
連した指導事例や調査問題，指導に当たって留意すべきこと等を記載してあります。今後の授
業の参考，取組の検証にご活用ください。

　　以下の略称を用いて記載しています。
（全）… 「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」に掲載されている事例
（県）… 「基礎学力調査－分析・考察－」に掲載されている事例
（Ｐ）…  WEB サイト「学力向上プログラム」に掲載されている事例

　　以下の略称を用いて記載しています。
（全）… 全国学力・学習状況調査で出題された問題
（県）… 本県の基礎学力調査で出題された問題
（Ｐ）… WEB サイト「学力向上プログラム」に掲載されている評価問題

　取り上げた問題について，調査結果を受け，学習指導の改善・充実を図る際のポイントを，
箇条書きで記載しています。

　今年度の調査結果より，特に課題が見られた問題について，指導改善のポイントを記載し
ています。

本書の活用に当たって

① 参考となる他の指導事例

③ 学習指導に当たって

④  
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Ⅰ　教科に関する調査結果の分析・考察
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小学校 第４学年
「国語」「算数」
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（１）全体的な傾向の分析・考察
　29 年度の平均正答率は 72.3％で，28 年度より 11.2 ポイント上がり，基準に到達している。経年で出題し
ている設問により明確になった課題について，それを解決するための指導が計画的に行われたことが，主な
要因である。特に「話すこと・聞くこと」においては，スピーチメモ等の作成を通して「話の組み立て」を
考えさせる指導が定着したと考えられる。しかし，辞書の使い方の理解については課題が見られ，指導の改
善が必要である。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【話すこと・聞くこと】 （県平均正答率 56.8％）（学校正答率　　　　　　％）
◎：話の中心に気を付けて聞き，感想を述べること〔一４〕

　話し手への質問や感想の内容に
ついての理解は良好である。
　今後も，話の内容や話し方に関
心をもち，自分の経験と結び付け
たり自分の考えと比較したりしながら聞くことができるように，聞く活動を意図的に設定することが大切で
ある。なお，その際には，聞く視点を明確に示すことに留意する必要がある。

▽：間の取り方，言葉の抑揚や強弱などに注意して話すこと 〔一２，３〕
　設問一２，３の正答率は，28 年
度の類似問題より上回ってはいる
が，基準には到達していない。指
導に当たっては，今後も，次のよ
うなことに留意する必要がある。

【書くこと】 （県平均正答率 73.4％）（学校正答率　　　　　　％）
○： 文章をよりよい表現に書き直すこと〔八２〕

　設問八２の正答率は 28 年度の
類似問題を大きく上回った。「自
分で想像して書く」という学習が
充実し，よりよい表現についての
理解が進んだと考えられる。また，
語彙を増やす指導が計画的に行わ
れるようになってきたことも一因であると考えられる。

▽：文章の間違いなどに気付き，正すこと〔八１〕
　設問八１については，p.8 参照。
指導に当たっては，次のようなこ
とに留意する必要がある。

小学校第４学年　国語

・話し方を工夫した発表と工夫のない発表を比べる活動を通して，工夫の効果について考えさせること
・言語活動を通して，話し方の工夫について気付かせるとともに，そのよさを実感させること

・書いた文章を読み返す習慣を，低学年から身に付けさせること
・読み返す際には，学年に応じた視点をもたせること（p.9 参照）

県平均正答率 学校正答率
72.3％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

一４ 聞き方の工夫 92.8％ ％

（県）H26：一２　H27：一３　H28：４

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

八１ 間違いを直す 63.9％ ％

（県）H23：七３

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

一２ 話し方の工夫 63.0％ ％

一３ 話し方の工夫 67.9％ ％

（県）H26：事例１ （県）H27：一３　H27：一３⑵　H26：一３

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

八２ よりよい表現に書き直す 86.9％ ％

（Ｐ）2012：小３

（全）H26：３　（県）H27：八２　H23：七３　H22：七３
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【読むこと】 （県平均正答率 73.2％）（学校正答率　　　　　　％）
◇：段落相互の関係を考え，文章を読むこと〔二２〕

　書かれている内容を基に，複数
の段落を一まとまりと捉えて読む
ことは基準に到達している。
　今後も，複数の段落を一まとま
りと捉えて見出しを付けたり要約したりする活動を通して，内容を整理させる指導を継続して行うことが大
切である。

▼：目的に応じて，中心となる語や文を捉えて文章を読むこと〔二４〕
　設問二４の正答率は，不十分で
ある。
　色を示す語に着目してそれぞれ
の色が示す役割や効果を捉えるこ
とは，概ねできているが，その読み取った情報を活用することに課題があると考えられる。
　指導に当たっては，次のようなことに留意する必要がある。

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 （県平均正答率 70.1％）（学校正答率　　　　　　％）
▽：文の中における修飾語と被修飾語との関係について理解すること〔四②〕

　設問四②の正答率は十分とはい
えない。主語である「花が」を，「さ
いた」に係る修飾語であると答え
る誤答が多かった。
　「修飾語」や「係る」という言葉そのものについての理解も含めて，修飾と被修飾との関係についての理
解が不十分であると考えられる。
　指導に当たっては，次のようなことに留意する必要がある。

▼：辞書の使い方を理解し，目的に応じて利用すること〔三１，２⑴〕
　設問三１，２⑴については，p.10
参照。指導に当たっては，次のよ
うなことに留意する必要がある。

・国語辞典の決まりや使い方を段階的に指導し，ゲーム的要素を取り入れたりしながら，国語辞典の使
い方を習熟させること

・他教科でも国語辞典を活用する機会を設けること

 

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

二２ 段落相互の関係 72.7％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

四② 修飾と被修飾との関係 64.6％ ％

（県）H28：二２　H27：二１　H26：二１　H24：二２

（県）H28：五②　H22：二１

（県）H24：事例２　H21：事例２　（Ｐ）2009：小３ （全）H23：A８　（県）H28：三１　H24：三１

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

二４ 説明的文章の内容理解と活用 49.0％ ％

（県）H25：事例１ （県）H28：二１　H27：二１　H26：二１

・自分の課題を解決するためにいろいろな文章を読み，それらの内容を選択して課題解決に生かす経験
をさせること

・「修飾語」「係る」などの言葉を押さえながら，修飾語と被修飾語の関係について確実に指導すること
・書くことの学習において，修飾と被修飾の関係が効果的に使われているかという視点をもって文章を

読み返すこと

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

三１ 図鑑の使い方 40.3％ ％

三２⑴ 国語辞典の使い方 55.6％ ％

□自分の書いた文章を読み返す習慣を付けるとともに，間違いなどに気付き，正す学習活動を充
実すること （→　事例１）
□表現したり理解したりするために必要な語句について，国語辞典を利用して調べる方法を確実
に理解させるとともに，調べる学習活動を充実すること （→　事例２）
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小学校第４学年　算数

（１）全体的な傾向の分析・考察
　29 年度の平均正答率は 73.8％で，28 年度より 9.5 ポイント上がり，基準に到達している。「数と計算」領
域の分数の意味と表し方の理解では，28 年度より 36.2 ポイント上回ったが，除法の式の意味を理解するこ
とには課題が見られる。また，「量と測定」領域では体積の単位を理解すること，「図形」領域では図形の性
質に照らし合わせて図形を判断すること，「数量関係」領域ではグラフを読み取り，示された事柄に対する
理由を説明することに課題が見られる。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【数と計算】 （県平均正答率 79.3％）（学校正答率　　　　　　％）
◎：基本的な四則計算をすること　〔１〕

　基本的な四則計算については良
好である。
　設問１⑸の正答率は 85.1％で，
28年度の設問に比べ 8.6ポイント上
回った。今後も，基礎的・基本的
な技能の習得・習熟に繰り返し取
り組むことで，確実に身に付けら
れるようにすることが大切である。

▼：除法の式の意味を理解すること　〔７⑵〕
　設問７⑵については，p.15 参照。
指導に当たっては，次のようなこ
とに留意する必要がある。

【量と測定】 （県平均正答率 64.2％）（学校正答率　　　　　　％）
◇：長さの単位の関係を理解すること　〔４⑷〕

　28 年度の設問に比べ 29.2 ポイ
ント上回り，基準に到達している。
要因は，図を基に長さの見当をつ
けて紙飛行機が飛んだ距離を求め
ることができたためと考えられる。単位の関係について理解を深めるとともに，量感を基に予想した量と比
べたり自ら図をかいたりして，振り返って確かめる活動を充実させることが大切である。

▼：体積の単位を理解すること　〔２⑶〕
　体積の単位の理解については，
依然として課題がある。単位 mL
は日常生活でよく見かける量であ
るが，量感に基づいた理解が十分
でないと考えられる。指導に当たっては，次のようなことに留意する必要がある。

・児童の実態に応じて具体物等を用いるなど，量感を豊かにするための学習活動を充実すること
・目的に応じて，適切な単位を選択する場面を繰り返し授業の中に位置付けること

・式の意味を理解させるために，等分除と包含除の問題場面を比較する場面を設定し，式と図との関連
を理解させるための問い返しを工夫すること

・問題場面を表した式や数値の意味について図などと結び付けて説明する場を充実すること

県平均正答率 学校正答率
73.8％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１⑴ 波及的繰り上がりのある加法計算 97.6％ ％

１⑵ 波及的繰り下がりのある減法計算 89.9％ ％

１⑶ 余りのある除法計算 94.6％ ％

１⑷ 整数－分数 94.5％ ％

１⑸ 小数－整数 85.1％ ％

（全）H27：A２⑵　（県）H28：１

（県）H26：事例２　H28：事例２ （県）H27：５⑴　H28：３⑶

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４⑷ 長さの単位の関係 72.9％ ％

（県）H22：事例１ （県）H22：３⑵　H24：３⑴　H25：３⑴

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２⑶ 体積の単位の理解 56.4％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

７⑵ 除法の式の意味理解 49.0％ ％

（全）H28：B３⑴　B５⑴



― 13 ―

【図形】 （県平均正答率 68.2％）（学校正答率　　　　　　％）
○：円の中心と半径について理解すること〔７⑴〕

　この設問については，27 年度
の類似問題より 26.2 ポイントの伸
びが見られ，基準に到達している。
今後もコンパスを用いた作図や模
様づくりなどの算数的な活動を通して，円の性質の理解を深めていくことが大切である。

▼：図形の性質に照らし合わせて図形を判断すること〔４⑵〕
　複数の条件全てに当てはまる図
形を判断する場合には，図形の構
成要素に着目させ，それぞれの性
質を整理しながら捉えさせたり，
既習の図形の性質と比較させたりすることが大切である。指導に当たっては，次のようなことに留意する必
要がある。

【数量関係】 （県平均正答率 73.1％）（学校正答率　　　　　　％）
◎：式で表現された数量の関係を理解すること〔６〕

　式のもつ意味を読み取る設問に
ついては良好である。式と図を関
連付けて考えることで，式が表す
意味や関係を的確に捉えているた
めと考えられる。今後も，言葉や数，式，図，表，グラフなどの相互の関連を理解し，それらを適切に用い
て問題を解決したり，自分の考えを分かりやすく説明したり，互いに自分の考えを表現し合ったりする学習
活動を充実させることが大切である。

▼：グラフを読み取り，示された事柄に対する理由を説明すること〔５⑵〕
　設問５⑵については，p.17 参照。
指導に当たっては，次のようなこ
とに留意する必要がある。

・図形の構成要素を根拠とした図形の分類や作図等の算数的活動を通して，図形の性質についての理解
を深められるようにすること

・既習の図形について，その図形がもつ性質を見いだしたり調べたりする学習を設定すること

・グラフを比較するときには，グラフの目盛りの幅や数値に着目する必要があることに気付かせること
・グラフから読み取った事実を根拠に事柄を正しく判断したり，批判的に考察したりする場を意図的に

設定すること
・事象に対して判断したことを説明する場面では，判断した根拠を過不足なく説明できるようにすること

 

（全）H25：p.15 ｰ 16　（県）H23：事例１

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４⑵ 複数の条件全てに当てはまる図形の判断 57.8％ ％

（県）H21：事例１　H27：事例２ （全）H28：B４⑶

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

５⑵ グラフの読み取りを根拠とした正しくない理由の説明 52.0％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

７⑴ 円の中心と半径についての理解 82.6％ ％

（全）H28：B３⑶　（県）H27：６⑴

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

６ 式の読み 90.1％ ％

（全）H27：Ａ８

□式が表す意味や式の答えが表す内容を，問題場面と関連付けて考える活動を充実すること
  （→　事例１）
□グラフを批判的に考察し，情報を正しく読み取り，示された事柄に対して判断した理由を，言
葉や数を用いて表現する活動を充実すること （→　事例２）
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小学校 第６学年
「社会」「理科」
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小学校第６学年　社会

（１）全体的な傾向の分析・考察
　29 年度の平均正答率は 69.9％で，28 年度より 3.3 ポイント下がり，十分とは言えない。資料から情報を
適切に読み取ることについては概ね良好である。しかし，資料から読み取った複数の情報を比較・関連付け
て考察し，キーワードを用いて適切に表現することや，資料からの情報を基に社会的事象について問いをも
ち，学習問題を設定することについて，依然として課題が見られ，指導のさらなる工夫・改善が求められる。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【地域学習】 （県平均正答率 75.0％）（学校正答率　　　　　　％）
○：石川県の伝統工芸の現状や取組について，資料を基に考察したことを，適切な言葉で表

現すること　〔１⑶〕
　設問１⑶の正答率の平均は80％
を超え，概ね良好である。引き続
き，資料から読み取った情報を考
察し，適切な言葉で表現する学習
を充実していくことが大切であ
る。

○：わたしたちの安全な生活を守るために働く人々の仕事を理解し，その工夫や努力につい
て，資料を基に考察し適切に説明すること　〔３⑴⑵〕

　設問３⑴⑵は，わたしたちの安
全な生活に関して，資料から読み
取った情報を基に考察し表現する
問題であり，正答率は概ね良好で
ある。資料から読み取った情報か
ら，変化の要因などを考察する学
習を意図的に実施することが，今後も大切である。

▼：資料から読み取った情報を基に考察したことを，必要な言葉を用いて適切に表現するこ
と　〔１⑷，６⑶〕

　設問１⑷は，平成 28 年度の類
似問題と比べ，28.7 ポイント上
回っているものの不十分である。
資料から読み取った１つの情報し
か記述していなかったり，資料か
ら読み取った２つの情報を比較せ
ず，ただ併記していたりするなどの誤答が見られた。資料から読み取った複数の情報を比較・関連付けて考
察し，「日本全体と比べて」等，必要な言葉を適切に用いて表現する学習経験が依然として不足しているこ
とが考えられる。
　設問６⑶については，p.22 参照。指導に当たっては，次のような学習を充実させることが必要である。

県平均正答率 学校正答率
69.9％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１⑶ A 石川県の伝統工芸
（働く人の数） 94.3％ ％

１⑶ B 石川県の伝統工芸
（継承） 84.3％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

３⑴ 警察の仕事
（交通整理・パトロール） 93.1％ ％

３⑵ A 身の回りの危険
（被害の減少） 94.0％ ％

３⑵ B 身の回りの危険
（防犯ボランティア） 75.0％ ％

（県）H27：事例２ （県）H28：５⑷

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１⑷ 石川県の農業（水田分布） 37.2％ ％

６⑶ ごみの処理（リサイクル） 47.2％ ％

・資料から読み取った複数の情報を比較・関連付けて考察し，共通点や相違点，因果関係を明らかにす
る学習を充実させること

・課題について考察したことを，社会科で学習した用語や資料の言葉等を適切に用いて表現する学習を
充実させること
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【産業と国土】 （県平均正答率 64.8％）（学校正答率　　　　　　％）
◇：地図帳を活用して，日本の位置と領土について調べ，適切に情報を読み取ること　〔２⑵〕

　設問２⑵①は，地図帳を用いて
日本の島の名称を読み取り，⑵②
は，日本の領域をめぐる国際関係
を問う問題であり，正答率はいず
れも80％を超え，概ね良好である。
しかし，設問２⑵③は，地図帳を
用いて東京から与那国島までの距
離を読み取る問題であり，正答率
が，53.9％で不十分である。
　指導に当たっては，地図帳を活用する学習を児童の発達段階に応じて，意図的・計画的に設定する必要が
ある。また，より一層の効果をねらい，様々な機会を通して活用することも大切である。

▼：複数の資料を適切に関連付けて，学習問題として表現すること　〔５⑸〕
　設問５⑸については，p.24 参照。
指導に当たっては，次のような学
習を充実させることが必要であ
る。

▼：資料から読み取った情報と，自分たちの生活とを関連付けて考察したことを，適切に表
現すること　〔４⑶，５⑶②，⑹〕

　設問４⑶，５⑶②，⑹は，それ
ぞれ不十分である。４⑶及び５⑹
では，題意の理解不足から，資料
から読み取った情報の記述のみに
留まる誤答が多く，題意に応じて
適切に表現する力が不足してい
る。また，５⑶②では，国内と海
外の合計が総生産台数であることを踏まえていない誤答が多く，資料から読み取った複数の情報を比較・関
連付けたことを基に，題意を十分に理解し，適切に表現する力が不足している。指導に当たっては，次のよ
うな学習を充実させることが必要である。

・資料から読み取った複数の情報を基に，分かることや関連性を話し合う学習を充実させること
・問われていることについて十分に考え，適切に表現する学習を充実させること

・資料から読み取った情報等を基に，社会的事象について気付いたことや疑問に思ったことを話し合い，
学習問題として適切に表現する学習を充実させること

・課題追究の意欲向上を図るため，資料の質や量，見せ方，提示順等を工夫した学習を充実させること

 

（県）H26：事例１　H28：事例２ （県）H28：４⑶

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

５⑸ 自動車工業（学習問題） 44.0％ ％

（県）H28：事例１ （県）H28：６⑶

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４⑶ メディアリテラシー
（メディアの利用） 47.2％ ％

５⑶② 自動車工業
（生産台数の変化） 17.0％ ％

５⑹ 自動車工業
（電気自動車） 23.5％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２⑵① 日本の位置と領土
（北方領土とロシア） 83.4％ ％

２⑵② 日本の位置と領土
（沖ノ鳥島） 88.7％ ％

２⑵③ 日本の位置と領土
（与那国島までの距離） 53.9％ ％

（県）H26：２⑵　H28：２⑵

□資料から読み取った複数の情報を関連付けて考察し，必要な言葉を用いて適切に表現する力を
育成すること （→　事例１）
□社会的事象に見られる課題を，主体的に解決しようと多面的・多角的に考察する力を育成する
こと （→　事例２）
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小学校第６学年　理科

（１）全体的な傾向の分析・考察
　29 年度の平均正答率は 59.1％で，不十分である。仮説の実験方法を構想する場面や，得た情報を多面的・
多角的に考察する場面において，解決への見通しをもつこと，また多様な意見を，より妥当な考えとなるよ
う吟味することに課題が見られる。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【物質・エネルギー（エネルギー）】 （県平均正答率 44.3％）（学校正答率　　　　　　％）
▼：電流の働きの検証方法　〔３⑶〕

　設問３⑶については，p.28 参照。
指導に当たっては，実験方法を構
想する場面で多様な意見を出さ
せ，どの方法がより妥当なのかを，児童の対話によって検討するような学習を，計画的に行うことが必要で
ある。

◇：電磁石を強くする方法を理解すること　〔８⑵〕
　設問８⑵については，基準に到
達しており，無解答率についても
低い。要因はコイルの巻数を増や
すことで，電磁石が強くなること
の理解が進んだためと考えられる。
【物質・エネルギー（粒子）】 （県平均正答率 71.7％）（学校正答率　　　　　　％）
◎：形が変わっても重さは変わらないことを理解すること　〔１⑵〕

　設問１⑵については，良好であ
る。H26 年度の同様の問題での正
答率は 90.7% であり，更に改善さ
れている。物質の重さが形の影響
を受けないことの理解が定着して
いる。

▼：湯気が液体であることを理解すること　〔６⑴〕
▽：空気と水蒸気の違いから実験結果を推測すること　〔６⑵〕

　設問６⑴については，不十分で
ある。湯気の状態が，依然として
液体であることが理解されておら
ず，見えなければ水蒸気，見えれ
ば水蒸気以外という判断ができて
いない。
　設問６⑵では，結果として袋の中が曇ったことは理解しているが，水蒸気は加熱をやめると液体に戻り，
体積が小さくなるという途中の袋の変化について正しく把握されておらず，十分とはいえない。そのため，
次のような指導の充実が求められる。

・実験において，結果だけでなく，その途中の様子についても着目させる指導

県平均正答率 学校正答率
59.1％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

３⑶ 電流の働きの検証方法
【構想】 45.0％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１⑵ 形が変わっても重さは
変わらないことの理解 97.0％ ％

（県）H26：３⑴②

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

６⑴ 湯気の状態 23.7％ ％

６⑵ 空気と水蒸気の違い
【分析】 68.1％ ％

（全）H24：３⑸　H27：３⑴

（全）H27：１⑸

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

８⑵ 電磁石を強くする方法 77.9％ ％
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【生命・地球（生命）】 （県平均正答率 70.6％）（学校正答率　　　　　　％）
○：日光の必要性を調べるための条件制御を行うこと　〔２⑶〕

　設問２⑶については，概ね良好
である。調べたい条件以外を統一
しておくことに関しては理解が進
んでいる。植物の発芽や成長には
何が必要か，条件を制御して調べ
る実験を実際に行っていることが，実感を伴った理解につながったと考えられる。

▼：くもりのときは気温の変化が小さいことを理解すること　〔５⑴〕
　設問５⑴は，H28 年度の折れ線
グラフの午前と午後を逆にした問
題である。気温の変化の仕方は天
気によって違いがあることの理解
は依然として不十分である。誤答
には，H28 年度同様「気温が下がっ
たから」「午前よりも気温が低いから」など，気温の低さを取り上げているものが多く，晴れの日やくもり
の日の特徴について，気温の変化という視点で捉えられていないことが要因として考えられる。そのため，
次のような活動を充実させることが必要である。

【生命・地球（地球）】 （県平均正答率 52.1％）（学校正答率　　　　　　％）
▼：太陽の動きと影の変化を関係付けて考えること　〔４⑵〕

　設問４⑵に関しては，p.30 参照。
指導に当たっては，方位磁針を
使って方位を確認させること，影
の動きを基に太陽の動きを表現さ
せる際に，方位を意識させること
が必要である。

▽：流れる水の働きについて理解すること　〔７⑴〕
　設問７⑴については，侵食・運
搬など理科用語の定着が十分とは
いえない。地面の様子と用語が結
び付ついていないことが要因と考
えられる。流水実験を行った際には，児童の観察記録からどんな地面の変化が流水の３作用なのかをしっか
りと捉えさせることが大切である。その上で，川の曲がっているところの土地の様子の違いを，用語を使っ
て説明させる指導が必要である。

・晴れとくもりの天気による１日の気温の変化の特徴を，グラフをもとに比較し表現する活動
・実際の気温を継続して記録し，気温の変化からその時間帯の天気を説明する活動

 

（全）H24：「解説資料」p.62　（県）H28：事例２

（全）H24：４⑸　（県）H28：３⑵

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

５⑴ 気温と天気の変化 34.8％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２⑶ 日光は必要かを調べるた
めの条件制御 82.6％ ％

（全）H27：１⑴　（県）H21：７⑴⑵⑶

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４⑵ 時間による太陽の動きと
影の変化　　　　【適用】 45.6％ ％

（全）H24：４⑶　（県）H25：８⑴⑵　H26：８⑴　H28：２⑴

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

７⑴ 流れる水の働き 64.4％ ％

（県）H21：２⑵

□問題解決のために問題点を把握し，解決の方向性を構想したり，方法を想定したりする学習活
動を充実すること （→　事例１）
□理科で学んだ自然の事物・現象の性質や働き，規則性などを，日常生活に当てはめて説明する
学習活動を充実すること （→　事例２）
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中学校 第３学年
「社会」「理科」「英語」
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中学校第３学年　社会

（１）全体的な傾向の分析・考察
　29 年度の平均正答率は 64.7％で，28 年度に比べ 0.4 ポイント上がっているものの十分とはいえない。世
界の地域構成や生活や歴史上の人物名についての基礎・基本を理解することについては良好であるが，資料
から読み取った複数の情報を関連付け，地理的事象の働きや役割などを考察することや，歴史的事象の背景
や影響などを説明することに関しては，依然として課題が見られ，指導の改善が必要である。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【地理的分野】 （県平均正答率 70.2％）（学校正答率　　　　　　％）
◇：世界の地形や宗教の分布について，基礎的な知識を理解すること　〔１⑴⑶〕

　設問１⑴ A，⑶は，世界の地形
や宗教の分布に関する基礎・基本
を問う問題であり，概ね良好であ
る。しかし，１⑴ B は，25 年度
の類似問題と比べ 6.7 ポイント下
回っており，十分とはいえない。
引き続き，世界の諸地域に関する基礎・基本の定着を図り，地図帳や地球儀などを，意図的・計画的に活用
する学習を充実させることが大切である。

▼：複数の情報を的確に読み取り，それらを関連付けて考察したことを，適切に表現すること
〔１⑺，４⑸②〕

　設問１⑺は，25 年度の類似問題
と比べて正答率が 31.3 ポイント上
回っているものの不十分である。
また，４⑸②も不十分である。い
ずれも資料から読み取った複数の
情報を基に関連付けて考察し，適
切に表現することが課題として挙げられる。
　その要因として，個々の資料からの情報の読み取りはできるが，情報と情報を結び付けて考える学習が十
分でないことが考えられる。また，ペアやグループ学習では学習課題を解決できるものの，個人に戻り，考
察したことを適切に表現する学習が不足していると考えられる。指導に当たっては，次のような学習を充実
させることが必要である。

▼：漁業従事者数の変遷と漁獲量の資料を関連付けて学習課題として表現すること　〔４⑹〕
　設問４⑹については，p.36 参照。
指導に当たっては，次のような学
習を充実させることが必要であ
る。

県平均正答率 学校正答率
64.7％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１⑴ A 六大陸
（北アメリカ大陸） 91.3％ ％

１⑴ B アフリカ大陸の地形
（ナイル川） 64.4％ ％

１⑶ 世界の宗教
（イスラム教） 81.4％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４⑹ 日本の漁業（学習課題） 44.3％ ％

（県）H25：事例１ （県）H25：１⑵⑥

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１⑺ キューバの経済
（砂糖） 57.0％ ％

４⑸② 日本の漁業
（排他的経済水域） 40.8％ ％

・資料から読み取った情報を，「読み取った事実」と「事実から考えたこと」に分けたことを基に，自分
の考えを適切に表現する学習を充実させること

・学習課題に対するまとめや本時の振り返りを，自分の言葉で適切に表現する学習を充実させること

・資料から読み取った複数の情報を比較・関連付けて，気付いたことや疑問に思ったことなどについて
話し合い，学習課題を設定する学習を充実させること

・学習課題に対して，既習事項や生活経験等を基に予想を立て，見通しもたせる学習を充実させること
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【歴史的分野】 （県平均正答率 59.5％）（学校正答率　　　　　　％）
○：基礎・基本となる歴史的事象について，資料や既習の知識を基に，適切に判断すること

〔２⑷①，３⑴，５⑶〕
　設問２⑷①，３⑴，５⑶は，基礎・
基本となる歴史的事象について問
う問題であるが，いずれも正答率
は 80％を超え，概ね良好である。

▼：日本に影響を与えた中国の王朝を，その変遷について考察し，適切に判断すること　〔２⑸〕
　設問２⑸は， 26 年度の類似問題
と比べ 42.5 ポイント下回ってお
り，不十分である。古代の日本に
影響を与えた中国の王朝名とその
変遷を考察し，判断力を問う問題であるが，広い視野に立って歴史的事象や，その背景を捉えることに関し
ては依然として課題が見られる。指導に当たっては，次のような学習を充実させることが必要である。

▼：資料や既習の知識を基に，判断したことや考察したことを，適切に表現すること
〔２⑷②，３⑷Ｙ，５⑷②〕

　設問２⑷②，３⑷ Y，５⑷②は，
それぞれ不十分である。２⑷②及
び３⑷ Y は，資料から読み取った
情報を基に，既習の知識と関連付
けて，適切に表現することを問う
問題であるが，歴史的事象に関す
る基礎・基本の定着が不十分なた
め，題意に応じて考察し適切に表
現ができていない誤答が見られた。基礎・基本の定着を一層図るとともに，適切に表現する指導の工夫が必
要である。
　設問５⑷②については，p.38 参照。指導に当たっては，次のような学習を充実させることが必要である。

 

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２⑷① 歴史上の事象
（摂関政治） 86.3％ ％

３⑴ 歴史上の事象
（土一揆） 85.4％ ％

５⑶ 歴史上の事象
（江戸時代の農具） 86.1％ ％

（県）H26・27・28：事例２ （県）H27：３⑸ ５⑸　H28：３⑷ ５⑸

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２⑷② 歴史上の事象
（仮名文字） 54.5％ ％

３⑷ Y 太閤検地
（目的） 22.2％ ％

５⑷② 江戸時代の産業
（工場制手工業） 47.1％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２⑸ 時代の流れ（中国の王朝） 31.9％ ％

（県）H26：２⑶

□社会的事象から見いだした学習課題を，解決に向けて見通しを立て，資料から読み取った情報
を基に多面的・多角的に考察する力を育成すること （→　事例１）
□資料から読み取った情報を基に思考・判断したことを，既習の知識と関連付け，適切に表現す
る力を育成すること （→　事例２）

・資料から読み取った複数の情報を比較・関連付けし考察させ，歴史的事象の背景や影響等を一人一人
に説明させる学習を充実させること

・資料から，情報を読み取る段階とそれを基に解釈する段階に分けて考察する指導を工夫すること

・時代の区分やその移り変わりに気付かせるために，我が国と諸外国の歴史や文化が相互に深く関わっ
ていることについて調べたり考えたりする学習を充実させること
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中学校第３学年　理科

（１）全体的な傾向の分析・考察
　29 年度の平均正答率は 49.2％で，28 年度に比べ 2.1 ポイント上がったものの不十分である。領域別では，
化学的領域の平均正答率が 38.3％と低い。化学反応を示すモデルや化学反応式について答える問題や，分析・
解釈に関わる活用力を問う問題で課題が見られることなどが要因である。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【第１分野　物理的領域】 （県平均正答率 52.5％）（学校正答率　　　　　　％）
▼：圧力の計算ができること　〔６⑶〕

　力の大きさと力の加わる面積か
ら，圧力を計算することは不十分
である。質量と重さの関係の理解
や，力や圧力の単位を正確に記述
する事に課題が見られる。今後は，次のような指導の充実が求められる。

▼：実験結果の考察を基に情報を整理し，電気抵抗を求めること　〔８⑷〕
　設問８⑷については，p.44 参照。
複数の実験結果を分析・解釈し，
必要な情報を取捨選択して考察す
る等の活動が十分に行われていな
いことが考えられる。
【第１分野　化学的領域】 （県平均正答率 38.3％）（学校正答率　　　　　　％）
▽：物質の種類と沸点について理解すること　〔４⑵〕

　設問４⑵については，十分とは
いえない。純粋な液体の沸点は，
質量や体積によらず決まった値を
もつことについて，定着が弱いと考えられる。今後は，次のようなことに留意する必要がある。

▼：実験結果から物質と酸素の結びつきやすさを考えること　〔２⑷〕
　設問２⑷については，不十分
である。酸化や還元に関わって，
1 種類の物質と酸素との結びつき
に関しての実験結果の考察は行わ
れているが，数種類の物質と酸素
との結びつきについての吟味は，不足していると考えられる。今後は，次のような活動を意図的に設定し，
充実させる必要がある。

県平均正答率 学校正答率
49.2％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

６⑶ 圧力の計算 14.2％ ％

（県）H21：１⑴　H22：３⑵　H25：１⑴②

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４⑵ 物質の種類と沸点 61.7％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２⑷ 物質と酸素の結びつき
やすさ【分析・解釈】 26.7％ ％

（県）H28：６⑶

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

８⑷
実験結果の考察を基に
した電気抵抗の計算

【分析・解釈】
5.1％ ％

（全）H24：３⑶　H27：６⑴　（県）H28：３⑷

・身近にある事象を通して圧力の変化を体感させ，力・面積・圧力の三者の関係への理解を深めさせる
指導

・質量と重さの関係を整理させ，圧力の単位を正確に記述させる指導

・純粋な物質の沸点や融点は，物質を知る手がかりとなることついての理解を深めさせること
・物質のいろいろな性質を利用し，物質の種類を同定する活動を充実させること

・還元の反応について，粒子モデルや化学反応式で表現する活動
・複数の実験結果を分析し，情報を整理して問題解決を図る活動
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【第２分野　生物的領域】 （県平均正答率 56.7％）（学校正答率　　　　　　％）
▽：実験の改善方法を考え，結果を予測すること　〔５⑶〕

　各部分からの蒸散量の違いを正
確に求めるため，複数の条件から
適切な組合せを設定することは十
分とはいえない。日常的に実験の
改善方法をグループ活動で考えさ
せるなど，対話的な学習を授業に
設定することが必要である。今後は，次のような指導の充実が求められる。

▽：対照実験の理由を理解すること　〔７⑶〕
　対照実験の意味を問う経年的に
出題されている問題である。徐々
に改善が図られてきているが，正
答率については，十分とはいえな
い。「何によって」「どのような結果になるのか」が明確になっていないことが考えられる。また，「どのよ
うな条件を設定することで確かめられるのか」を把握させていないことも考えられる。今後は，次のような
指導の充実が求められる。

【第２分野　地学的領域】 （県平均正答率 51.3％）（学校正答率　　　　　　％）
▼：仮説及び仮説を検証するための実験方法を考えること　〔１⑶〕

　設問１⑶については，p.42 参照。
「変える条件」と「変えない条件」
を明確にする必要があったが，そ
の条件が満たされていない誤答が
多く見られた。

▼：陸風・海風が吹くまでの気象現象について理解すること　〔３⑷〕
　身のまわりの気象現象を順序立
てし，陸風・海風の吹く理由を説
明することは不十分である。既習
事項である空気の性質や上昇気
流・下降気流と気圧の関係などの理解が定着しておらず，それらと関連付けて風の吹く理由を説明すること
ができていないと考えられる。今後は，次のような活動を充実させる必要がある。

 

（県）H22：事例１ （県）H22：５⑵　H26：１⑷

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

７⑶ 対照実験の理由【構想】 62.0％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

５⑵ 気孔 87.3％ ％

５⑶ 蒸散量を調べる実験の
改善【検討・改善】 66.1％ ％

（県）H28：８⑶

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１⑶
山の形とマグマの性質の
関係の仮説及び仮説を検
証するための実験方法

【構想】
35.7％ ％

（全）H27：１⑸ ３⑵ ６⑵

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

３⑷
陸風・海風が吹くまでの
気象現象の並び替え

【分析・解釈】
43.3％ ％

□課題解決のための観察・実験における条件を考えたり，計画したりする活動を充実すること
  （→　事例１）
□観察・実験の結果を分析して解釈する活動を重視すること （→　事例２）

・実験方法について複数で検討させ，自分の考えを改善させたり，再構築させたりすること

・対照実験の目的を明確に把握させ，条件設定の違いによる結果を十分に予想させること

・低気圧と高気圧における空気の動きと気圧の関係など，様々な気象現象の要因を，分析して解釈する
活動
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中学校第３学年　英語

（１）全体的な傾向の分析・考察
　29 年度の平均正答率は 59.9％で，28 年度より 3.7 ポイント上がっている。全体の語彙数は昨年度と同程
度であるが，読むことと書くことの領域において正答率が上がったことが要因である。しかし， 英文を正し
い語順で書く基礎的な力やまとまりのある内容の英文を適切に書く力については，依然，課題が見られるこ
とから，指導の改善が必要である。

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【聞くこと】 （県平均正答率 75.6％）（学校正答率　　　　　　％）
▽：話しかけの内容に適切に応じること　〔３〕

　設問３の No.2，No.3 ともに正
答率は 64.4％と十分とは言えな
い。No.2 の許可を求める表現に
対する応答では ,Yes, I can. を選
択した誤答が多く，対話の内容か
ら状況を判断する力が不足していると考えられる。また，No.3 では , 疑問詞 When に対して人物を選択した
誤答が多く，疑問詞の聞き取りや意味の理解が十分でないことが考えられる。
　指導に当たっては，次のようなことに留意する必要がある。

【読むこと】 （県平均正答率 58.9％）（学校正答率　　　　　　％）
▽：言語の使用場面や働き，語句の役割に気を付けながら，短い英文を正しく理解すること　〔５〕

　設問５の⑵⑶は，28 年度とほ
ぼ同問である。正答率は上がっ
たが，⑵では Does，⑶では were
を選択した誤答が多かった。⑷⑹
については，対話の流れを把握で
きていないための誤答が多く，依
然として課題が見られる。
　指導に当たっては，次のような
ことに留意する必要がある。

▼：まとまった量の英文を読んで，情報を整理しながら大切な部分，書き手（話し手）の意
向などを適切に読み取ること　〔９〕

　設問９の全体の正答率は 36.4％
である。⑵では，ポイントとな
るキーワードを捉えることがで
きていなこと，⑶では，That’s a 
problem. の That が示す内容の説
明が十分でない誤答が多いことか
らも，情報を整理しながら大切な

県平均正答率 学校正答率
59.9％ ％

（県）H26：事例１　H28：事例２ （県）H23 ～ H27：８　H28：９

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

９⑴ 情報を整理しながら状況
の正確な読み取り 65.6％ ％

９⑵ 書き手（話し手）の情報
の読み取り 23.4％ ％

９⑶ 話の詳細な情報の読み取
り 20.3％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

３ No.2 話しかけ (Can I try it?)
に応じること 64.4％ ％

３ No.3
話しかけ (When did you 
start to study?) に応じる
こと

64.4％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

５⑵ be 動詞を用いた英文の
理解 48.9％ ％

５⑶
一般動詞を用いた文の内
容に対する応答の仕方の
理解

59.8％ ％

５⑷ 言語の使用場面（電話）
に応じた英文の理解 69.7％ ％

５⑹
言語の働き（相手の行動
を促す）に応じた英文の
理解

57.9％ ％

・教師が授業を英語で行うことに努め，ふだんから生徒が英語に触れる機会を充実させること
・既習表現等を用いて教師と生徒，または生徒同士でやりとりをする場面を増やし，表現と意味の一致

を図りながら，適切に応答する力を高めること

・言語の使用場面や働きを意識した導入や練習を行い，形・意味・用法を合わせて理解させること
・意味のある文脈の中で使い，使っては学ぶといった，理解や練習と実際の使用のサイクルを繰り返す

中で，適切に対応できる力を付けさせていくこと
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部分，書き手（話し手）の意向などを適切に読み取ることは不十分である。短時間で全体の概要や大切な部
分を適切に読み取る力を高めるためには，必要な情報を読み取る，概要・要点を捉えるなど，読む目的を明
確にした活動に取り組ませることが大切である。指導に当たっては，次のような活動の工夫が考えられる。

【書くこと】 （県平均正答率 48.9％）（学校正答率　　　　　　％）
▼：語順や語形に気を付けながら，場面や状況に応じて正しく書くこと　〔６〕

　設問６については，
p.48 参照。今後は，
次のような指導を充
実させる必要がある。

▼：自分の考えや気持ちが伝わるよう，まとまりのある英文を書くこと　〔11〕
　設問 11 については p.50 参照。
今後も，引き続き改善を図るため，
次のようなことに留意する必要が
ある。

 

（県）H23 ～ H27：５　H28：６

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

６⑴ 主語＋動詞＋目的語＋目的語を用いた英文の語順 77.2％ ％

６⑵ 前置詞句の後置修飾を用いた英文の語順 67.2％ ％

６⑶ 動名詞を用いた英文の語順 67.8％ ％

６⑷ 不定詞の形容詞的用法を用いた英文の語順 43.2％ ％

６⑸ 従属節を含む英文の語順 62.0％ ％

（県）H26：事例２ （県）H23 ～ H27：10　H28：11

年度 問題の内容（テーマ） 県平均正答率 学校正答率

28 お勧めの季節（夏・冬） 58.9％ ％

29 お勧めの場所（県内） 48.1％ ％

□小学校外国語活動と中学校外国語との系統を意識し，小学校で慣れ親しんだ表現を生かしなが
ら，英語の基本的な語順や文法の定着を図ること （→　事例１）
□伝える相手や目的を明確にして，自分の考えや気持ちなどをよりよく読み手に伝えるよう意識
させながら，まとまった文章で表現する力を育成すること （→　事例２）

・生徒に目的や状況などを明確に示し，自分が置かれた状況から判断して必要な情報を把握させる活動
・情報の関係を示す接続詞に注目させながら文章の流れを理解するためのキーワードを拾わせ，全体と

しての内容を数文の英文でまとめさせたりする活動
・出来事を時系列に整理させ，どんな内容を伝えようとしているかを絵や簡単な英語で表現させるなど

の活動

・全体として一貫性のある文章を書くことができるよう，「導入―本論―結論」や「主題―根拠や具体―
主題の言い換えや要約」など，文章構成の特徴を意識させた指導の充実を図ること

・目的や場面，状況等を明確にし，与えられた課題を解決するために，生徒自らが最もふさわしい表現
形式を考え，適切に表現できるような必然性ある言語活動を行うこと

・自己表現で活用できる基本文を，ウォームアップなどの中で繰り返し使わせることを通して，定着を
図ること

・小学校での学びを生かし，小学校で慣れ親しんだ語句や表現などの学習内容を，コミュニケーション
を行う目的や場面，状況などに配慮し，繰り返し活用させながら定着を図る指導を工夫すること

・指導する言語材料の系統性を意識し，基礎基本の定着から表現の幅を広げる指導を工夫すること
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(1)Will you [ show me some pictures ]? 
(2)Look at the [ boy with a cap] over there. 
(3)So I [ enjoy listening to CDs ]. 
(4)I have a lot of [ interesting books to read ]. 
(5)It was [ raining when I left my house ]. 

(1)Will you [ show some pictures me ]? 
(2)Look at the [ a cap with boy ] over there. 
(3)So I [ listening to enjoy CDs]. 
(4)I have a lot of [ books to read interesting]. 

(5)It was [ when raining I left home ]. 

 

 

 

A I heard you went to Australia.  
B Yes.  It was fun.   
A Will you [me / some pictures / show]? 
 
A Look at the [a cap / boy / with] over there.  He’s very tall.  
B Oh, that’s Takeshi.  He’s Keiko’s brother. 
 
A What do you do when you are free? 
B I like music.  So I [listening / enjoy / CDs / to]. 
 
A You have a big bag. 
B Yes, I have a lot of [read / books / to / interesting]. 
 
A It was sunny here in the morning.  
B Really?  It was [left my house / raining / I / when]. 
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Hi, friends!1 Lesson 3 How many?  

 
    One.   Two.   

How many dogs?   
  One dog.    Two dogss. 

 
 

 
 

New Horizon1Unit4  How many ? 
Sunshine1program4 
 

                DDo they have ttwo dogss? 
 HHow many dogss ddo they have? 
         They have two dogs. 

New Horizon1 
Unit5            Unit7 

WWhat is this? WWhat time is it? 
 WWhat season is it? 
 WWhat language do people 

 in Brazil speak? 

 
 give  

     
    Give me some milk.  Give some milk tto me. 

   
    Give me something tto driink. 

   
  Give me something ccold tto drink. 

Hi,friends!  
 

 
 

 

 

 

 

What
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I think is  
the best place.  

 
 

see buy learn relax  
 
garden castle temple  
shrine hot spring  
mountain beach rice fields  
festival flower view  
culture seafood  
 

  famous old beautiful delicious fresh  
 

I think Noto is the best place. 
Noto has delicious seafood. We can eat a lot.  
There is a famous hot spring there, so we can 
relax any time.  You should visit Noto. 

I think Chirihama is the best place. 
You can swim.  You can drive.  You 
can fish. 
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I’m Sato Jun. 
I like shogi very much. 
I have a little dog. 
I’m twelve years old. 
I’m from Midori-cho. 
I’m in the shogi club. 
 

My name is Ito Emi. 
I’m twelve years old. 
I live in Chuo-cho. 
I like volleyball very much. 
I’m on the volleyball team. 
I play it every day. 

 

 

 

 

[ ]  
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Ⅱ　質問紙調査結果の分析・考察
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１　小学校第４学年児童の調査結果

　学校が好き，各教科等の勉強が好きと答えた児童の割合について，28 年度同様，多くの教科で 80％
以上，高いものは 90％を上回っている。また，国語，社会，理科の勉強が好きと答えた児童の割合は，
調査開始以来最も高い。授業の内容がよく分かると答えた児童の割合についても，28 年度と同様に高い
ことから，全般的に小４児童の学習意欲は概ね良好である。

○「国語の授業で自分の考えを話したり，書いたりしている」（83.4％），「友達と話し合うとき，友達の
話や意見を最後まで聞いている」（93.0％）児童の割合はいずれも高い。

○家庭での学習習慣に関する項目は，全てにおいて 28 年度を上回っているが，中でも「自分で計画を
立てて勉強している」（74.9％），「学校の授業の予習をしている」（65.6％），「学校の授業の復習をし
ている」（72.8％）児童の割合は，調査開始以来最も高い。

○「テレビを２時間以上見ている」（41.5％）児童の割合は年々減少しているが，｢テレビゲームを２時
間以上している」（21.7％）児童の割合は 28 年度と同程度である。一方で「携帯電話やスマートフォ
ンで通話やメール，インターネットを１時間以上している」（11.8％）児童の割合は調査開始以来最も
高く，今後も注意していく必要がある。

○「難しいことでも，失敗をおそれないで挑戦している」（84.1％），「自分には，よいところがある」（82.4％）
児童の割合は調査開始以来最も高く，小４児童の自己肯定感は 28 年度と同様に概ね良好である。

　以上のことより，学力・学習を支える基盤づくりについては，概ね良好である。

 ※無回答を除いた割合で示している。

1　学校や各教科等の勉強は好きですか。授業の内容はよくわかりますか。

《学校は好きだ》

H29

H28

H27

7.833.755.2 3.3

8.434.453.6 3.5

7.735.154.2 3.0

《国語の勉強は好きだ》 《国語の授業の内容はよくわかる》

H29

H28

H27 19.044.531.0 5.5

18.644.231.1 6.0

17.244.733.5 4.6

H27 10.037.549.7 2.7

H28 10.737.349.3 2.7

H29 8.736.352.6 2.4

《社会の勉強は好きだ》 《社会の授業の内容はよくわかる》

H27 13.836.945.3 3.9

H28 13.935.347.0 3.8

H29 13.136.846.8 3.3

H28

H27 8.830.958.1 2.1

8.531.058.9 1.7

H29 7.631.259.5 1.8

《算数の勉強は好きだ》 《算数の授業の内容はよくわかる》

H28

H27 12.230.353.3 4.1

12.130.253.1 4.6

H29 11.129.554.4 5.0

H28

H27 7.526.663.9 2.1

7.427.463.1 2.1

H29 7.026.064.9 2.1

《理科の勉強は好きだ》 《理科の授業の内容はよくわかる》

H28

H27 22.969.6 5.9
1.6

22.370.6 5.6
1.5

1.6

H29 22.271.2 5.0
1.6

H28

H27 22.172.5 4.5
0.9

22.272.6 4.1
1.1

H29 20.374.9 3.9
1.0
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《音楽の勉強は好きだ》 《音楽の授業の内容はよくわかる》

H28

H27 8.727.560.8 3.0

8.527.859.5 4.1

H29 8.927.160.7 3.3

H28

H27 22.070.9 5.7
1.4

21.570.3 6.1
2.1

H29 21.871.3 5.3
1.6

《図画工作の勉強は好きだ》 《図画工作の授業の内容はよくわかる》

H28

H27 16.378.0 4.2
1.5

15.978.3 4.2
1.6

H29 17.576.3 4.6
1.5

H28

H27 16.879.1 3.3
0.8

15.880.2 3.3
0.8

H29 15.880.4 3.1
0.6

《体育の勉強は好きだ》 《体育の授業の内容はよくわかる》

H28

H27 13.981.3 3.9
1.0

15.878.7 3.9
1.6

H29 15.779.1 4.0
1.2

H28

H27 12.585.0 2.1
0.3

13.283.8 2.5

1.7
0.6

H29 12.585.3 0.5

《道徳の時間は好きだ》 《総合的な学習の時間は好きだ》

H28

H27 12.439.444.5 3.7

12.637.246.5 3.7

H29 12.736.847.0 3.5

H28

H27 9.633.454.6 2.4

9.433.853.9 3.0

H29 8.432.256.5 2.8

《学級活動の時間は好きだ》

H28

H27 8.932.955.8 2.4

10.433.154.4 2.2

H29 8.331.458.1 2.2

・《国語の勉強は好きだ》について，肯定的な回答をした児童の割合は，78.2％であり，28 年度より 2.9 ポ
イント増加し，調査開始以来最も高い。また《国語の授業の内容はよくわかる》について，肯定的な回答
をした児童の割合は，88.9％であり，28 年度より 2.3 ポイント増加している。

＜参考＞
《外国語活動の時間・英語の勉強は好きだ》
小 6 中 3

H28

H27

13.7

13.2

36.2

34.3

45.0

48.5

5.1

4.0

H29 11.834.949.6 3.6

H28

H27

23.8

28.7

39.3

37.5

27.8

23.9

9.1

9.9

H29 27.137.825.9 9.3

・《外国語活動の時間は好きだ》について，肯定的な回答をした児童生徒の割合は，小６で 84.5％であり，
調査開始以来最も高かった 26 年度と同程度である。

《道徳の時間は好きだ》
小 6 中 3

H28

H27 17.443.435.0 4.3

17.842.734.9 4.5

H29 15.842.937.6 3.8

H28

H27 27.244.819.8 8.2

24.744.024.7 6.6

H29 28.442.820.5 8.3

・《道徳の時間は好きだ》について，肯定的な回答をした児童生徒の割合は，小６で 80.5％であり，調査開
始以来最も高い。
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2　授業の中で次のようなことは好きですか。

＜学年間比較＞

《自分の考えを発表したり，話し合ったりすること》
《課題について，自分で考えた方法で調べたり確か
めたりしながら勉強すること》

中３

小６

小４

41.1

26.9

22.9

35.4

40.3

40.4

11.7

25.4

30.1

11.8

7.4

6.6

中３

小６

小４

31.3

18.3

18.5

45.0

43.7

42.4

18.3

34.6

34.5

3.4

4.5

5.5

《わからなかったことをもう一度勉強し直すこと》
《教科書に出ていないことやもっとくわしいことを
勉強すること》

中３

小６

小４

36.9

23.3

19.7

38.4

43.4

40.2

16.6

26.8

33.4

8.1

6.4

6.7

中３

小６

小４

40.5

23.5

19.4

30.8

37.0

35.8

15.5

32.7

38.8

13.2

6.8

6.1

《少ない人数やグループで勉強すること》
《コンピュータやビデオ・DVDなどを使って勉強す
ること》

中３

小６

小４

12.5

8.1

9.5

40.7

28.2

26.3

42.6

61.1

60.0

4.2

2.7

4.1

中３

小６

小４

11.3

6.1

7.1

36.4

19.7

17.7

48.6

72.0

71.2

3.8

2.3

4.0

《図書館を使って勉強すること》 《地域の人や専門家が来て教えてくれること》

中３

小６

小４

15.8

7.2

6.2

37.1

24.9

19.8

41.5

64.7

71.6

5.5

3.2

2.5

中３

小６

小４

27.1

13.7

11.2

43.1

36.6

32.9

19.5

43.8

50.5

10.3

5.3

5.9

・ 《少ない人数やグループで勉強すること》《コンピュータやビデオ・DVD など使って勉強すること》につ
いて，肯定的な回答をした児童生徒の割合は，83.3％～ 91.7％であり，いずれの学年においても高く，他
の項目に比べて学年間の差が小さい。

＜参考＞
《図書館を使って勉強すること》
小４ 小 6

H29

H28

H27

6.8

19.8

19.3

19.3

71.6

71.3

72.4 5.8

6.2

2.5

2.6

2.5 H29

H28

H27

9.2

24.9 7.2

25.8

26.1 7.6

64.7

61.5

62.9

3.2

3.5

3.4

中 3

H29

H28

H27

16.5

37.1 15.8

39.2

39.1 16.6

41.5

38.6

38.8

5.5

5.6

5.5

・《図書館を使って勉強すること》が「好き」と答えた児童生徒の割合は，28 年度より小６で 3.2 ポイント，
中３で 2.9 ポイント増加している。
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3　次のことは，あなたにどれくらいあてはまりますか。

《国語の授業で自分の考えを話したり，書いたりし
ている》

《友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで
聞いている》

H27 16.239.440.9 3.5

H28 15.742.039.0 3.3

H29 13.441.342.1 3.2

H27 30.763.0

H28 6.731.360.9

5.3

5.5

0.9

1.1
H29 29.263.8 1.5

《授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されてい
たと思う》（※ 28 年度は「授業のはじめに～」）

《授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っ
ていたと思う》

H28 11.934.650.7 2.8

H29 9.938.049.4 2.7

28 年度より調査開始
H28 15.235.845.5

H29 13.737.145.6

3.6

3.6

28 年度より調査開始

《先生は，あなたのよいところをわかってくれてい
ると思う》

《先生は，授業やテストで間違えたところや，わか
らないところについて，わかるまで教えてくれる》

H29 35.0 8.852.3

29 年度より調査開始

3.9 H29 32.0 7.758.0

29 年度より調査開始

2.3

・《国語の授業で自分の考えを話したり，書いたりしている》について，肯定的な回答をした児童の割合は，
83.4％であり，調査開始以来最も高い。

・《授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されていたと思う》《授業の最後に学習内容を振り返る活動をよ
く行っていたと思う》について，肯定的な回答をした児童の割合は，87.4％，82.7％であり，28 年度より
それぞれ 2.1 ポイント，1.4 ポイント増加している。（※ 28 年度については「授業のはじめに目標が示さ
れていたと思う」）

・《先生は，あなたのよいところをわかってくれていると思う》の項目については，p.68 参照。

4　家で次のようなことをしていますか。

《自分で計画を立てて勉強をしている》 《学校の宿題をしている》

H27 22.235.536.3 5.9

H28 21.635.936.8 5.7

H29 19.835.939.0 5.2

H27 9.386.8 3.1
0.8

H28 10.586.2 2.4
0.8

H29 9.187.7 2.5
0.7

《学校の授業の予習をしている》 《学校の授業の復習をしている》

H27 27.432.927.0 12.6

H28 27.934.625.2 12.3

H29 24.634.531.1 9.9

H27 22.732.536.9 7.9

H28 22.432.936.2 8.6

H29 20.531.741.1 6.8

・ 《自分で計画を立てて勉強をしている》について，肯定的な回答をした児童の割合は，74.9％であり，調
査開始以来最も高い。

・《学校の授業の予習をしている》《学校の授業の復習をしている》について，肯定的な回答をした児童の割
合は，65.6％，72.8％であり，28 年度よりそれぞれ 5.8 ポイント，3.7 ポイント増加し，調査開始以来最も高い。
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5　ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，勉強をしますか。

全くしない
１時間以上，２時間より少ない

30分以上，１時間より少ない 30分より少ない
２時間以上，３時間より少ない３時間以上

H27 7.334.034.514.58.4 1.4

H28 6.235.035.014.77.8 1.4

H29 7.234.434.914.38.0 1.2

・家庭学習時間について，平日に１時間以上勉強すると答えた児童の割合は 57.2％，30 分以上勉強すると
答えた児童の割合は 91.6％であり，これまでと同様に高い。

6　土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日あたりどれくらいの時間，勉強をしますか。

全くしない
２時間以上，３時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない １時間より少ない
３時間以上，４時間より少ない４時間以上

H27 38.830.013.46.53.8 7.5

H28 38.031.713.06.03.1 8.1

H29 37.331.614.15.63.4 8.0

・ 土・日曜日に１時間以上勉強すると答えた児童の割合は，54.7％であり，調査開始以来最も高いが，平日
に１時間以上勉強する児童の割合より低い。

7　生活の中で次のようなことをしていますか。

《朝食を毎日食べている。》 《家の手伝いをしている。》

H27 7.589.0 3.0
0.5

H28 8.488.1 2.8
0.8

H29 7.888.0 3.4
0.9 H29 29.9 15.750.2 4.2

29 年度より調査開始

・ 《朝食を毎日食べている》について，肯定的な回答をした児童の割合は 95.8％であり，これまでと同様に
高い。

・ 《家の手伝いをしている》について，肯定的な回答をした児童の割合は，80.1％である。
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8　

《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，テレビやビデオ・DVDを見たり，聞いたり
しますか。（テレビゲームをする時間は除きます。）》

全く見たり，聞いたりしない
２時間以上，３時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない １時間より少ない
３時間以上，４時間より少ない４時間以上

H27 23.026.121.412.813.3 3.4

H28 22.826.721.013.311.6 4.5

H29 26.527.219.211.610.7 4.8

《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，テレビゲーム（コンピュータゲーム，携帯
式のゲーム，携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含みます。）をしますか。》

全くしない
２時間以上，３時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない １時間より少ない
３時間以上，４時間より少ない４時間以上

H27 35.122.111.06.36.8 18.7

H28 36.721.010.75.25.6 21.0

H29 35.520.910.64.76.4 21.9

《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンで通話やメール，
インターネットをしますか。（携帯電話やスマートフォンを使ってゲームをする時間はのぞきます。）》

持っていない
２時間以上，３時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない 30分以上，１時間より少ない 30分より少ない
３時間以上，４時間より少ない４時間以上

H27 7.54.6 54.527.8

H28

H29

7.25.3 54.228.3

8.16.0 52.527.6

2.5

1.7
1.5

2.5

1.4
1.1

2.5

2.0
1.3

・ 普段のテレビ等の視聴時間について，「２時間以上」と答えた児童の割合は，41.5％であり，調査開始以
来最も低い。また，「１時間より少ない」と答えた児童の割合は，31.3％であり，調査開始以来最も高い。

・普段のテレビゲーム等の使用時間について，「２時間以上」と答えた児童の割合は，21.7％であり，28 年
度と同程度である。

・普段の携帯電話やスマートフォンの使用時間について，「30 分以上」と答えた児童の割合は，19.9％であ
り，調査開始以来最も高い。
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9　

《ふだん（月曜日から金曜日），何時ごろに起きますか。》

午前８時以降
午前６時 30分以降，７時より前

午前７時以降，７時 30分より前 午前７時 30分以降，８時より前
午前６時以降，６時 30分より前午前６時より前

H27 8.436.433.019.8 1.5
0.9

H28 7.736.834.119.6 1.3
0.5

H29 7.436.635.318.6 1.4
0.7

《ふだん（月曜日から金曜日），何時ごろにねますか。》
午後 10時以降，11 時より前

午後 11 時以降，午前０時より前 午前０時以降
午後９時以降，10時より前午後９時より前

H27 24.6 5.949.917.9 1.6

H28 25.4 5.650.817.2 1.0

H29 25.1 5.749.718.4 1.1

・普段の起床時刻について，午前７時より前に起きる児童の割合は，90.5％であり，調査開始以来最も高
かった 28 年度と同程度である。

・普段の就寝時刻について，午後 10 時より前に寝る児童の割合は，68.1％であり，28 年度と同程度である。

10　次のことは，あなたにどのくらいあてはまりますか。

《人が困っているときは，進んで助けている》 《将来の夢や目標を持っている》

H28

H27 13.2

42.1 12.6

43.4

42.2

40.6

H29 40.6 11.045.8 2.7

3.1

2.8 H27 7.916.169.9 6.1

H28 7.616.869.3 6.3

H29 7.215.272.4 5.2

《難しいことでも，失敗をおそれないで挑戦してい
る》 《自分には，よいところがある》

H27 13.543.7

H28 14.243.2

H29 12.1

39.2

38.9

36.148.0 3.8

3.7

3.7

H28

H27

12.3

13.4

43.9

45.0

H29 11.2

36.3

35.1

32.749.7

6.5

7.5

6.3

・  《人が困っているときは，進んで助けている》《将来の夢や目標を持っている》《難しいことでも，失敗を
おそれないで挑戦している》《自分には，よいところがある》について，肯定的な回答をした児童は 28 年
度と同程度だが，それぞれ「あてはまる」と積極的な回答をした児童は 28 年度より 3.1 ～ 5.8% 増加し，
調査開始以来最も高い。



― 62 ―

２　学習・生活状況と正答率との関係

○小４児童の学習生活状況について，以下と回答している児童の方が，教科（国語・算数）の正答率
が高い傾向が見られる。
・国語・算数の勉強は好きだ。
・国語・算数の授業の内容はよくわかる。
・課題について，自分の考えた方法で調べたり確かめたりしながら勉強することが好きだ。
・友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで聞いている。
・授業では，自分の考えを発表する機会があたえられていたと思う。
・授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されていたと思う。
・授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思う。
・学校の宿題をしている。
・ふだん（月曜日から金曜日），携帯電話やスマートフォンで通話やメール，インターネットをする
時間が少ない，または携帯電話やスマートフォンを持っていない。

・ものごとを最後までやりとげて，うれしかったことがある。

○小４児童の各教科の正答率や学習・生活状況に関する項目の関係を分析すると，次のようにまとめ
られる。
・これまでと同様に，国語と算数の正答率は相互に関連が強い。
・各教科の勉強が好きという項目と授業内容がよく分かるという項目の回答は，関連がある。

《国語・算数の勉強は好きだ》 《国語・算数の授業の内容はよくわかる》

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

77.2％

77.1％

72.6％

73.1％

66.1％

67.4％

56.4％

57.4％

国語

算数

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

77.8％

77.5％

69.0％

70.0％

59.5％

60.5％

48.0％

50.5％

国語

算数

《課題について，自分の考えた方法で調べたり確か
めたりしながら勉強することが好きだ》

《友達と話し合うとき，友達の話や意見を最後まで
聞いている》

どちらかといえば
好き好き どちらかといえば

好きでない 好きでない

76.1％

77.4％

73.2％

74.9％

67.1％

68.2％

57.1％

60.0％

国語

算数

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

74.5％

75.3％

70.1％

72.9％

63.8％

66.8％

52.9％

55.1％

国語

算数
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《授業では，自分の考えを発表する機会があたえら
れていたと思う》

《授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されてい
たと思う》

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

76.4％

77.4％

71.2％

72.7％

62.6％

65.6％

54.9％

58.1％

国語

算数

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

75.8％

76.8％

71.5％

73.1％

63.4％

66.5％

52.0％

54.8％

国語

算数

《授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っ
ていたと思う》 《学校の宿題をしている》

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

75.2％

76.1％

71.9％

74.1％

67.7％

69.1％

58.0％

61.4％

国語

算数

どちらかといえば
しているしている どちらかといえば

していない していない

74.3％

75.3％

60.8％

66.2％

52.1％

56.9％

47.7％

50.2％

国語

算数

《ふだん（月曜日から金曜日），１日あたりどれくら
いの時間，携帯電話やスマートフォンで通話やメー
ル，インターネットをしますか（携帯電話やスマー
トフォンを使ってゲームをする時間はのぞく）》

《ものごとを最後までやりとげて，うれしかったこ
とがある》

30分より
少ない

持って
いない

１時間より
少ない

２時間より
少ない

３時間より
少ない

４時間より
少ない ４時間以上

75.0％

76.0％

73.8％

75.0％

67.8％

69.6％

67.6％

69.7％

56.3％

63.4％

57.2％

60.7％

48.7％

53.5％

国語

算数

どちらかといえば
あてはまるあてはまる どちらかといえば

あてはまらない あてはまらない

74.3％

75.4％

67.9％

70.5％

62.3％

66.1％

59.5％

61.9％

国語

算数
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３　教員の調査結果

　「1　学力の重要な要素に関すること」について，肯定的な回答をした教員の割合は，それぞれ 90％
以上であり（小学校で 96.4％～ 99.3％，中学校で 91.6％～ 96.7％），学力の向上に向けた教員の意識は
概ね良好である。

○「児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深めたりするような発問や指導をしている」教員
の割合は，小学校では 98.1％，中学校では 96.4％であり，これまでと同様に高い。
○「問題解決的な学習，実生活における様々な事象との関連を図った学習などを通して，活用力（思
考力・判断力・表現力等）を育成する指導をしている」教員の割合は，小学校では 96.4％，中学校
では 91.6％であり，これまでと同様に高い。
○「考えの根拠や筋道を明確にして，説明や論述ができるように指導をしている」教員の割合は，小
学校では 94.4％，中学校では 82.0％と調査開始以来最も高い。

○「児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して，学び合う場を設けている」教員の割合は，小学
校で 98.5％，中学校で 92.9％であり，これまでと同様に高い。
○「児童生徒がコンピュータなどを使う学習活動を取り入れた指導をしている」教員の割合は，28 年
度と比較して，小学校では 8.5 ポイント増加している。
○「授業の内容と関連させて，調べさせたり，発展的に考えさせたりするための宿題を出している」
教員の割合は，28 年度と比較して，小学校で 8.8 ポイント，中学校で 4.1 ポイント，それぞれ増加し
ている。

○「自校の『学力向上プラン』に基づく指導をしている」教員の割合は，小学校で 96.8％，中学校で
91.2％であり，これまでと同様に高い。

 
※「回答できない」及び無回答を除いた割合で示している。

1　学力の重要な要素に関すること

《繰り返し学習（音読，暗記・暗唱，反復学習など）
を通して，基礎的・基本的な知識・技能の定着を図っ
ている》

《問題解決的な学習，実生活における様々な事象と
の関連を図った学習などを通して，活用力（思考力・
判断力・表現力等）を育成する指導をしている》

H27 小教員 35.962.8 1.2
0.0

H27 中教員 51.443.2 4.6
0.8

H28 小教員 39.459.9 0.7
0.0

H28 中教員 52.841.8 5.3
0.2

H29 小教員 34.964.4 0.6
0.1

H29 中教員 53.542.8 3.6
0.1

H27 小教員 71.421.6 6.5
0.6

H27 中教員 67.9 9.921.9 0.3

H28 小教員 71.922.7 5.3

7.4

0.1

H28 中教員 70.322.1 0.1

H29 小教員 67.129.3 3.4

8.1

0.2

H29 中教員 69.022.6 0.3

《課題設定や授業展開，教材・教具の開発など，学
習意欲の向上を図るための工夫をしている》

H27 小教員 65.032.2 2.7
0.1

H27 中教員 61.835.0 3.1
0.0

H28 小教員 64.733.1 2.2
0.0

H28 中教員 63.133.9 3.1
0.00.0

H29 小教員 58.240.4 1.3
0.1

H29 中教員 61.834.9 3.2
0.1

＜ 28 年度と比べて上昇した項目＞
・《活用力を育成する指導をしている》《学習意欲の

向上を図るための工夫をしている》について，「よ
くしている」と積極的な回答をした小学校教員の
割合は，それぞれ 6.6 ポイント，7.3 ポイント増加
している。

次の指導等を，昨年度からどの程度行っていますか。
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2　教科等に関すること

《児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深
めたりするような発問や指導をしている》

《児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して，
学び合う場を設けている》

H27 小教員 67.229.3 3.4
0.2

H27 中教員 74.121.7 3.9
0.3

H28 小教員 68.828.8 2.4
0.0

H28 中教員 72.721.3 6.0
0.0

H29 小教員 64.833.3 1.8
0.1

H29 中教員 72.224.2 3.5
0.1

H27 小教員 55.341.6 2.9
0.2

H27 中教員 61.631.0 7.2
0.2

H28 小教員 58.938.9 2.1
0.1

H28 中教員 61.431.6 6.8
0.3

H29 小教員 46.951.6 1.3
0.2

H29 中教員 58.934.0 6.8
0.3

《記録，要約，説明，論述などの言語活動を重視し
た指導をしている》

《考えの根拠や筋道を明確にして，説明や論述がで
きるように指導をしている》

H27 小教員 68.214.8

H27 中教員 57.1

16.2 0.8

1.824.416.7

H28 小教員 67.716.3

H28 中教員 61.3

14.9 1.2

1.421.715.6

H29 小教員 65.222.3

H29 中教員 58.3

11.7 0.9

2.021.817.9

H27 小教員 64.628.3 6.6
0.6

H27 中教員 59.9 18.320.0 1.8

H28 小教員 64.827.6 7.3
0.3

H28 中教員 58.6 18.221.7 1.5

H29 小教員 60.234.2 5.4
0.3

H29 中教員 60.6 16.821.4 1.2

《ノートの書き方やまとめ方などの指導を通して，
考え方を身に付けさせる指導をしている》

《児童生徒がテストの間違ったところを振り返って
学習する場を設けている》

H27 小教員 58.132.9

H27 中教員 59.1

8.3

19.318.9

H28 小教員 60.033.0

H28 中教員 57.9 20.419.6

0.7

2.7

6.3
0.7

2.1

H29 小教員 55.638.3

H29 中教員 58.8 19.119.9

5.7
0.4

2.2

H27 小教員 47.046.7 5.8
0.5

H27 中教員 52.9 11.332.6 3.2

H28 小教員 49.345.7 4.9
0.1

H28 中教員 53.2 9.635.0 2.2

H29 小教員 45.650.2 3.7
0.5

H29 中教員 51.8 12.134.1 2.1

《授業の中で目標（めあて・狙い）を児童生徒に示
している》　（28 年度まで「授業の冒頭で～」）

《授業の最後に，学習したことを振り返る活動を取
り入れている》

H27 小教員 31.866.1 1.8
0.3

H27 中教員 34.662.3

H28 小教員 29.968.9 1.2
0.1

H28 中教員 37.359.9

3.1
0.0
2.2
0.6

H29 小教員 27.471.5 0.9
0.2

H29 中教員 33.764.6 1.7
0.0

H27 小教員 52.836.2

H27 中教員 53.828.9

H28 小教員 54.636.7

H28 中教員 55.4

10.6

15.7

8.4

12.231.5

H29 小教員 51.942.0

H29 中教員 54.1 12.033.3

0.4
0.3

1.6
0.9

5.7
0.4

0.6

《授業において，明確な評価規準を基に児童生徒の
定着状況を把握し，学習指導の改善に生かしてい
る》　（28 年度まで「児童生徒の学習状況を評価し
ながら授業を進めている」）

《授業において，児童生徒一人一人に自分の成長や
変容を自覚させるなど，自信を持たせるような指
導をしている》

H27 小教員 64.430.9 4.3
0.4

H27 中教員 67.2 9.023.1 0.6

H28 小教員 63.132.8 4.0
0.1

H28 中教員 67.6 9.822.4 0.3

H29 小教員 71.5 8.420.0 0.1

H29 中教員 71.7 13.114.5 0.7

H29 小教員 61.234.9 3.9
0.1

H29 中教員 63.2 15.421.1 0.3

29 年度より調査開始

29 年度より調査開始
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《個に応じた指導として，習熟の遅い児童生徒に，
補充的な学習の指導をしている》

《個に応じた指導として，習熟の早い児童生徒に，
発展的な学習の指導をしている》

H27 小教員 58.332.9

H27 中教員 50.5

8.5

32.611.2

H28 小教員 60.631.5

H28 中教員 52.5

7.7

32.511.8

H29 小教員 57.336.6

H29 中教員 55.3 29.212.4

0.3

5.7

0.3

3.3

5.4
0.7

3.0

H27 小教員 55.412.0 1.5

H27 中教員 50.0

31.0

33.811.9 4.3

H28 小教員 56.413.1 1.4

H28 中教員 50.4

29.1

34.711.5 3.4

H29 小教員 58.119.2 1.4

H29 中教員 53.5

21.3

31.412.5 2.6

《コンピュータなどを使って，資料を拡大表示した
り，デジタル教材を活用したりするなどの工夫を
している》

《児童生徒がコンピュータなどを使う学習活動を取
り入れた指導をしている》

H27 小教員 50.223.1 5.0

H27 中教員 33.5

21.7

29.0 13.024.4

H28 小教員 48.327.8 3.4

H28 中教員 37.5

20.5

24.9 10.427.2

H29 小教員 48.830.8 2.9

H29 中教員 36.4

17.5

25.5 10.327.7

H27 小教員 35.08.3

H27 中教員 40.7

9.1

33.6

47.6

20.35.5

H28 小教員 34.010.2

H28 中教員 44.1

9.1

26.0

46.7

24.15.8

H29 小教員 28.614.5

H29 中教員 39.2

6.0

31.6

50.9

21.87.5

《学校図書館を活用した指導をしている》 《指導計画の見直しや改善に取り組んでいる》

H27 小教員

H27 中教員 39.0 28.0

12.225.7 1.760.4

28.05.1

H28 小教員 11.526.1 1.9

H28 中教員 38.0 27.9

60.6

28.95.2

H29 小教員 10.630.4 1.1

H29 中教員 38.6 28.8

58.0

26.26.3

H29 小教員 8.323.6

H29 中教員 15.6

67.7

67.516.0

0.4

0.8

29 年度より調査開始

29 年度より調査開始

《自校の「学力向上プラン」に基づく指導をしている》

H27 小教員 62.632.0 5.3
0.1
0.3

H27 中教員 67.4 9.421.8 1.5

H28 小教員 63.431.5 4.8

H28 中教員 66.1 8.124.7 1.1

0.5H29 小教員 60.536.3 2.7

H29 中教員 67.0 7.824.2 1.0

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞
・ 《児童生徒の様々な考えを引き出したり，思考を深めたりするような発問や指導をしている》《児童生徒の

発言の機会や活動の時間を確保して，学び合う場を設けている》《授業の中で目標を児童生徒に示してい
る》について，肯定的な回答をした教員の割合は，小学校で 98.1～98.9％，中学校で 92.9～983％であり，
これまでと同様に高い。
＜ 28 年度と比べて上昇した項目＞
・ 《個に応じた指導として，習熟の遅い生徒に，補充的な学習の指導をしている》について，肯定的な回答

をした中学校教員の割合は，28 年度より 3.4 ポイント増加している。
・ 《個に応じた指導として，習熟の早い児童生徒に，発展的な学習の指導をしている》について，肯定的な

回答をした教員の割合は，28 年度より小学校で 7.8 ポイント，中学校で 4.1 ポイント，それぞれ増加して
いる。

・ 小学校においては，以下の項目について，「よくしている」と積極的に回答した教員の割合の増加が顕著
である。

《児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して，学び合う場を設けている》 …… 51.6％ （12.7 ポイント増加）
《考えの根拠や道筋を明確にして，説明や論述ができるように指導している》 …… 34.2％ （6.6 ポイント増加）
《ノートの書き方やまとめ方などの指導を通して，考え方を身に付けさせる指導をしている》
  …………………………………………………………………………………………38.3％ （5.3 ポイント増加）
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3　家庭学習に関すること

《基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るための
宿題を出している》

《授業の内容と関連させて，調べさせたり，発展的
に考えさせたりするための宿題を出している》

H27 小教員 28.770.1 0.8
0.4

H27 中教員 47.8 13.932.6 5.6

H28 小教員 27.470.0 2.3
0.4

H28 中教員 49.3 8.237.0 5.6

H29 小教員 23.874.7 0.8
0.6

H29 中教員 51.3 9.634.3 4.7

H27 小教員 30.213.8 3.0

H27 中教員 38.7 10.8

53.0

42.58.0

H28 小教員 30.413.4 2.9

H28 中教員 37.7 11.1

53.3

42.88.3

H29 小教員 22.218.4 2.3

H29 中教員 35.3 9.4

57.1

46.19.1

《児童生徒が取り組んだ宿題について，評価・指導
を行っている》

《学校・学年・学級単位で，保護者に対して児童生
徒の家庭学習を促すような働きかけをしている》

H27 小教員 48.149.0 2.4
0.5

H27 中教員 56.1 9.730.8 3.5

H28 小教員 46.250.5 3.1
0.3

H28 中教員 60.5 7.328.5 3.7

H29 小教員 42.055.9 1.5
0.6

H29 中教員 60.7 7.129.7 2.4

H27 小教員 59.7 10.029.2 1.1

H27 中教員 52.6 11.124.611.7

H28 小教員 58.934.1 6.5
0.5

H28 中教員 62.0 11.822.9 3.4

H29 小教員 53.241.5 4.7
0.6

H29 中教員 63.0 13.818.9 4.2

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞
・《基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るための宿題を出している》《児童生徒が取り組んだ宿題について，

評価・指導を行っている》について，肯定的な回答をした小学校教員の割合は，それぞれ 98.5％，97.9％
であり，これまでと同様に高い。

4　学習規律等に関すること

《私語をしない，相手を意識して話す・聞く，授業
開始の時刻を守るなど，学習規律の指導をしてい
る》

《児童生徒に，校則や集団生活のルールを守るよう
指導をしている》

H27 小教員 25.274.2 0.6
0.0

H27 中教員 33.765.8 0.5
0.0

H28 小教員 25.773.8 0.5
0.0

H28 中教員 31.268.4 0.4
0.0

H29 小教員 22.777.0 0.3
0.1

H29 中教員 32.367.1 0.5
0.0

H27 小教員 26.273.3 0.5
0.1

H27 中教員 33.865.7 0.5
0.0
0.0

H28 小教員 26.972.8 0.4
0.0

H28 中教員 32.766.9 0.4

0.0

H29 小教員 22.477.1 0.3
0.2

H29 中教員 33.466.5 0.1

《児童生徒に，早寝・早起き・朝ご飯・テレビの視
聴時間など，基本的な生活習慣の指導をしている》

《児童生徒に，進んで挨拶をするよう指導をしてい
る》

H27 小教員 56.235.7 7.6
0.6

H27 中教員 53.9 12.831.6 1.7

H28 小教員 55.837.4 6.3
0.5

H28 中教員 53.2 10.734.5 1.6

H29 小教員 51.044.5 3.8
0.7

H29 中教員 56.1 10.832.7 0.4

H27 小教員 30.568.9 0.6
0.0

H27 中教員 41.856.0 2.2
0.0

H28 小教員 31.368.0 0.6
0.1

H28 中教員 40.458.0 1.5
0.1

H29 小教員 25.174.8 0.0
0.1

H29 中教員 41.157.7 1.2
0.0
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《地域や社会で起こっている問題や出来事に関心を
持たせる指導をしている》

《児童生徒に，将来就きたい仕事や夢について考え
させる指導をしている》

H27 小教員 19.818.1 1.3
1.0

1.9
1.9

H27 中教員 19.222.3

H28 小教員 14.925.2

H28 中教員 19.0

60.7

56.7

58.9

55.623.5

0.8

0.8

H29 小教員 13.725.4

H29 中教員 19.8

60.1

58.221.2

H27 小教員 51.916.7 2.9

H27 中教員 60.8

28.4

9.727.5 2.0

H28 小教員 55.416.5 3.0

H28 中教員 60.5

25.2

10.028.1 1.5

H29 小教員 56.221.3 1.3

H29 中教員 62.4

21.2

9.327.6 0.7

《児童生徒をほめたり，励ましたりしながら，長所
を伸ばす指導をしている》

H27 小教員 41.856.6 1.7
0.0

H27 中教員 49.649.0 1.4
0.0

H28 小教員 40.059.7 0.3
0.0

H28 中教員 49.947.7 2.3
0.1

H29 小教員 31.568.1 0.3
0.1

H29 中教員 49.947.9 2.0
0.1

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞
・《私語をしない，相手を意識して話す・聞く，授業開始の時刻を守るなど，学習規律の指導をしている》《児

童生徒に，校則や集団生活のルールを守るよう指導をしている》《児童生徒に，進んで挨拶をするよう指
導をしている》について，肯定的な回答をした教員の割合は，小学校で 99.5 ～ 99.9％，中学校で 98.8 ～
99.9％であり，これまでと同様に高い。

＜ 28 年度と比べて上昇した項目＞
・《児童生徒に，将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導をしている》について，肯定的な回答をし

た教員の割合は，28 年度より小学校で 5.7 ポイント，中学校で 1.4 ポイント増加している。

【その他，留意する項目】
※教員質問紙より
《児童生徒をほめたり，励ましたりしながら，長所
を伸ばす指導をしている》

※小学校第 4学年質問紙より
《先生は，あなたのよいところをわかってくれてい
ると思う》

H29 小教員 31.568.1 0.3
0.1 H29 小４ 8.835.052.3 3.9

・《児童生徒をほめたり，励ましたりしながら，長所を伸ばす指導をしている》について，肯定的な回答を
した教員の割合は，小学校で 99.6％であり，これまでと同様に高い。しかし，小学校第４学年児童の調査
結果では，《先生は，あなたのよいところをわかってくれていると思う》について，肯定的な回答をした
児童の割合は，87.3％である。



改訂 いしかわ学びの指針12か条【学びの 12 か条＋
プラス

】

活用力を高める授業づくり

１．物事を多様な観点から考察する力の育成
◇得た情報を表面的に捉えずに多面的・多角的に検討させ，思考・判断できるようにする
◇他者と話し合い，問題解決を進めるための情報の送り方・受け取り方が身に付くようにする

２．自ら課題を発見し，主体的・協働的に課題を解決する力の育成
◇知識・技能を活用して主体的・協働的に課題解決に取り組む学習【アクティブ・ラーニング】を進める
◇各教科等の文脈の中で身に付ける力と，教科横断的に身に付ける力とを相互に関連付けながら育成する

３．根拠や筋道を明確に表現する力の育成
◇考えの根拠や筋道を明確にして，説明や論述ができるようにする
◇思考の過程が分かる書き方や書く内容を明確に示すなど，ノート指導を充実する

学力・学習を支える基盤づくり

４．目的や状況・相手に応じて「聞く」「話す」態度・姿勢の醸成
◇目的や状況・相手に応じて適切に「聞く」「話す」ことを，低学年から意図的・計画的に指導する
◇相手や内容に関心をもち，安心して最後まで聞き合い，話し合う態度や姿勢が身に付くようにする

５．目的や条件に応じて「書く」，必要な情報を「読む」態度・姿勢の醸成
◇目的や条件に応じ，質や量を考えて書くことができるようにする
◇文章や表・グラフなどから，必要な情報や価値のある情報を読み取ることができるようにする

６．よりよい解決に向かうための質の高い学び合いのプロセスの重視
◇多様性を尊重する態度と，互いのよさを生かして協働する力が身に付くようにする
◇目的やねらいに向け，相互の考えを整理したりまとめ上げたりする技能が身に付くようにする

７．主体的な問題解決のための効果的なＩＣＴ活用の促進
◇メディアの特性を生かした授業づくりを進める
◇学校・地域にあるリソースを生かし，ＩＣＴの活用スキルの確実な定着を進める

８．よりよい学習習慣・生活習慣の定着
◇家庭学習の充実に向け家庭や地域と連携し，よりよい習慣づくりを推進する
◇豊かな思考・判断の基盤となる子どもの語彙力や読解力を高めるため，読書活動を活性化する

９．家庭や地域の人々とのコミュニケーションを促進し，家庭・地域・社会と結び付いた学びの促進
◇家庭や地域での大人と子どもの共通の体験や学習，対話を促進する
◇社会の出来事に関心をもたせ，子どもの視野を広げるとともに，将来への目的意識をもつことができる

ようにする

指導改善を進める体制づくり

10．学力と指導力を持続的・継続的に高める組織づくりの推進
◇学校全体で目的を共有し，一人一人の役割を明確にして持続的・継続的に課題解決に取り組む
◇小中連携を推進し，指導の連続性を図る

11．現状把握に基づき，取組の実施・評価・改善を図る指導体制の確立
◇児童生徒の現状把握から原因を究明し，目標に照らした課題とその解決に向けた具体策を設定する
◇中長期的な目標を設定し実践するとともに，短期的な目標達成に向けスモールステップで共通実践を行

い，検証・評価・改善を積み上げる【学力向上ロードマップ】

12．保護者・地域との積極的な情報共有・連携の推進
◇学校として保護者や地域に，情報や提案を積極的に発信し，情報公開に努め，目標や課題を共有する
◇地域の諸機関，人材との連携協力を進め，地域で子どもを育てる環境づくりを進める
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